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「
す
ご
ー
い
！
有
原
さ
ん
の
右
上
腕
骨
み
た
い
だ
。
こ

れ
撮
っ
て
！
」
と
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
を
観
て
、
は

し
ゃ
ぐ
日
本
ハ
ム
の
大
谷
翔
平
選
手
の
姿
―
。
昨
年
末
か

ら
新
年
に
か
け
て
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
、
一
躍
有
名
と

な
っ
た
の
が
十
勝
管
内
幕
別
町
忠
類
地
区
に
あ
る
「
ナ
ウ

マ
ン
象
記
念
館
」。
昨
年
同
町
の
応
援
大
使
だ
っ
た
大
谷

選
手
と
市
川
友
也
捕
手
は
、
日
本
一
と
な
っ
た
後
の
11
月

21
日
に
初
め
て
同
町
を
訪
問
。
記
念
館
そ
ば
の
「
ナ
ウ
マ

ン
温
泉
ホ
テ
ル　

ア
ル
コ
２
３
６
」
で
、
ユ
リ
根
の
か
き

揚
げ
や
「
ど
ろ
ぶ
た
」
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
忠
類
産
食

材
を
使
っ
た
昼
食
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
記
念
館
を
見
学

し
た
。

　

忠
類
地
区
は
旧
忠
類
村
で
、
２
０
０
６
年
に
幕
別
町
に

編
入
さ
れ
た
。
人
口
２
千
人
弱
の
地
区
が
全
国
的
に
注
目

を
浴
び
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化

石
。
１
９
６
９
年
（
昭
和
44
年
）
農
道
工
事
現
場
で
臼
歯

が
偶
然
見
つ
か
り
、
３
度
の
発
掘
調
査
で
全
骨
格
の
70
～

80
％
に
あ
た
る
47
個
の
化
石
骨
が
発
掘
さ
れ
た
。
約
２
～

３
万
年
前
の
新
生
代
更
新
世
後
期
ま
で
日
本
列
島
や
東
ア

ジ
ア
大
陸
に
生
息
し
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
ほ

ぼ
１
頭
分
の
化
石
発
見
は
世
界
的
に
珍
し
く
、
復
元
化
石

は
22
体
複
製
さ
れ
、
日
本
の
ほ
か
、
海
外
の
博
物
館
に
も

展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

記
念
館
は
１
９
８
８
年
（
同
63
年
）
帯
広
市
か
ら
同
管

内
広
尾
町
に
向
か
う
国
道
２
３
６
号
線
沿
い
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
全
長
４
・
３
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ウ
マ
ン
象
の
復
元
骨

格
を
中
心
に
、
発
見
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
発
掘

ま
で
の
感
動
を
パ
ネ
ル
や
映
像
、
さ
ら
に
発
掘
品
を
分
類

し
て
展
示
、
解
説
し
て
い
る
。

　

建
物
は
凝
っ
て
お
り
、
上
か
ら
み
る
と
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
。
中
央
の
丸
い
ド
ー
ム

の
部
分
が
胴
体
、
四
隅
の
展
示
室
な
ど
が
足
、
正
面
入
口

が
頭
部
。
玉
石
を
埋
め
込
ん
だ
外
壁
は
象
の
肌
で
、「
時

の
道
」
と
よ
ば
れ
る
入
口
ま
で
の
長
い
歩
道
は
鼻
と
牙
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
お
り
、第
１
回
北
海
道
建
築
賞
に
輝
い
て
い
る
。

屋
外
に
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
親
子
像
の
生
体
復
元
模
型
も
。

　

記
念
館
そ
ば
の
温
泉
は
バ
ブ
ル
期
の
１
９
８
９
年
（
平

成
元
年
）
の
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
（
１
億
円
）
を
も
と
に

91
年
忠
類
丸
山
の
麓
で
温
泉
探
査
を
実
施
。
約
７
カ
月
か

け
て
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
を
行
っ
た
結
果
、
翌
年
２
月

に
ア
ル
カ
リ
性
単
純
泉
が
自
噴
し
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
当
時

総
務
課
長
で
最
後
の
村
長
、
遠
藤
清
一
さ
ん
は
「
村
民
の

総
意
で
探
査
を
始
め
た
が
、
難
航
し
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
た

の
で
、自
噴
し
た
時
は
本
当
に
安
心
し
た
」
と
振
り
返
る
。

２
年
後
に
は
総
事
業
費
11
億
円
を
投
じ
て
、
源
泉
か
ら
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
で
圧
送
し
て

｢

ア
ル
コ
２
３
６
」
を
開
業
し

た
。

　

両
施
設
の
傍
に
は
「
道
の
駅
・
忠
類
」
の
ほ
か
、
広
さ

十勝管内幕別町忠類地区

ナウマンゾウ化石や温泉、
公園で地域づくり

住民らの願いで採掘され、住民が出資した会社が運営する「アル
コ236」。泉質はアルカリ性単純温泉。アルコの語源はイタリ
ア語で弧・アーチを意味、236は国道236号沿いから付けられ
た。周辺にはキャンプ場や忠類白銀台スキー場などもあり、見渡
すと遠く日高山脈の絶景も一望できる絶好のロケーション
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９
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
「
ナ
ウ
マ
ン
公
園
」
も
。
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
発
祥
の
地
ら
し
く「
全
国
一
難
関
」と
評
判
の
コ
ー

ス
を
含
め
て
計
２
コ
ー
ス
、
36
ホ
ー
ル
が
完
備
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ナ
ウ
マ
ン
象
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
長

さ
が
約
40
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

大
型
遊
具
が
あ
る
が
、「
も
っ
と
ゆ
っ
た
り
と
公
園
周
辺
で

遊
ん
で
ほ
し
い
」（
西
山
暁
啓
同
町
忠
類
総
合
支
所
建
設
係

長
）と
新
年
度
に
は
親
水
池
に
向
か
っ
て
滑
る「
ウ
オ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
」（
高
さ
３
ｍ
）
を
設
け
る
。
ま
た
記
念
館

裏
手
の
忠
類
白
銀
台
ス
キ
ー
場
で
は
２
月
19
日
ダ
ン
ボ
ー

ル
で
作
成
し
た
個
性
豊
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
そ
り
が
出
場
す

る
第
34
回
忠
類
ナ
ウ
マ
ン
全
道
そ
り
大
会
が
催
さ
れ
る
。

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
元
大
学
教
員＞

大迫力のナウマンゾウの骨格化石。年齢は50歳。ほぼまるまる一頭発掘に成功したのは世界で初めての偉業なので、発
掘作業時には全国から関係者や見学者が1万人以上が詰め掛け、今でも記念館には年間1万3千人前後は見学に訪れる

記念館外にあるナウマンゾウ親子の生体復元モニュメント。「冬
は寒いだろうから」と08年から毎年匿名の大樹町民からマフ
ラーとブランケットが贈られ、今冬も昨年12月２日忠類工房代
表の五十嵐豊子さんや記念館職員らの手で取り付けられた。３月
下旬まで＝幕別町提供


